
淀川水系野洲川流域における治水対策の推進（防災・安全）抜本的治水対策

平成２７年度～令和元年度(５年間) 滋賀県

本計画により、家棟川（甲西）において440mの放水路整備を完成する。

50年に1回程度発生する降雨により予想される洪水を安全に流下させる河道整備の延長（m）

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

滋賀県公共事業評価監視委員会にて、事後評価を実施

滋賀県公共事業評価監視委員会にて一般公開

１．交付対象事業の進捗状況

A3　河川事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 R01 （百万円） 策定状況

A3-1 河川 一般 滋賀県 直接 滋賀県 広域河川1 淀川水系野洲川広域河川改修事業 670 －

小計（河川事業） 670 －

Ｃ　効果促進事業
C8　河川効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 R01 （百万円）

・・・

・・・

小計 ・・・

番号 一体的に実施することにより期待される効果

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

令和1年12月19日

公表の方法

備考

事業実施期間（年度）
備考

工種
番号 事業者

省略
要素となる事業名 事業内容 市町村名

備考

[家棟川（甲西）]
築堤，護岸，掘削，調査・設計

湖南市

交付対象事業

番号 事業者
事業及び
施設種別

要素となる事業名 事業内容 市町村名

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
670百万円 Ａ 670百万円 Ｂ － Ｃ 0百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

社会資本総合整備計画　事後評価書 令和元年12月19日

計画の名称

計画の期間 交付対象

（H29末）

計画の目標

異常豪雨等による浸水被害リスクの増大に対し、安心安全な県民生活を確保するため、野洲川流域家棟川（甲西）の抜本的な治水対策としての放水路整備を推進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H27当初） （R01末）

0m - 440m

資料４－２

滋賀県公共事業評価監視委員会

令和元年１２月１９日



淀川水系野洲川流域における治水対策の推進（防災・安全）抜本的治水対策

平成２７年度～令和元年度(５年間) 滋賀県

社会資本総合整備計画　事後評価書 令和元年12月19日

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

異常豪雨等による浸水被害リスクの増大に対し、安心安全な県民生活を確保するため、野洲川流域家棟川（甲西）の抜本的な治水対策としての放水路整備を推進する。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・由良谷川では、５０年に１回程度の降雨に対応できる放水路整備を実施した。

　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・天井川の解消や流下能力の向上を目的とした整備事業完了に伴い、想定浸水範囲に湖南市街地内の多くの住宅地や主要交通幹線（ＪＲ草津線・旧国道１号）を含む地域の治水安全度を大幅に向上した。

最終目標値 440m

Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値 440m

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

50年に1回程度発
生する降雨によ
り予想される洪
水を安全に流下
させる河道整備
の延長（m）

目標値と実績値

に差が出た要因


